
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ＆お願い 
 ◇ マスク着用について 

    ウイルス感染症対策として、お迎えに来られる方全員にマスクの着用を厳守しています。 

   マスクを忘れた方は、貸出をしています。その際は必ず申し出てください。よろしくお願いします。 

   （後日、新しいものを返却していただきます） 

 

 ◇ 着替えの持参について 

    暑い日が続き、こどもたちも汗をかくことが多くなっています。また、遊んでいるときに服 

が汚れる場合もあります。ロッカーの中に着替え（下着を含む）を持参しておいていただけ 

ると助かります。 

 

 ◇ 夏休み期間について 

    ８月１１日より夏休みが始まります。１日の生活になりますので、学習時間を設けています。 

宿題やそれに代わるものを持たせてください。 

  駐車場は原則Aグランドとなります。保育園駐車場を使用することのないよう、お願い 

します。（１８時１５分～は使用が可能です。） 

 

 

８月の予定 

１２日（水）   お楽しみ会 

１３日（木） 

１４日（金）   お盆休み（閉所） 

１５日（土） 

２１日（金）   夏 祭 り 

 
 

 

 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和２年７月３1日 第４号 

「一人ひとりの個性」 

 

 私は以前法人内施設の「放課後等デイサービス こぶしの家」という支援施設で３

年間働いていました。そこでの経験を活かし、このこどもセンターでもこどもたちが

安心して生活できる場所にしたいと思いこの４月を迎えました。 

こどもセンターでいろいろなこどもと関わる中、一人として全く同じ顔や性格の子

はおらず、十人十色の個性があるなと思いました。個性というと、ある方の講演での

話を思い出します。それは「こどもにはみんなそれぞれの時間が流れている」と言う

ことです。その方は、我が子のできない部分にのみ注目してしまい、子育てがうまく

いかないことに悩んでいたそうです。ある日、その子が机に向かって集中しているな

と思っていると「ママ、どうぞ」と手渡してきたものは、手先の訓練として何度も練

習するも、今まで一度も完成させたことがなかった一羽の折り鶴でした。友だちに折

り方を聞いて折ったと話す息子を見て「ああ、この子にはこの子の成長スピードがあ

り、他の子とは違うんだなあ。」と感じたそうです。そのことに気がついてからはで

きないことに目を向けるのではなく、できていることに注目して子育てをするように

なったそうです。 

一人ひとり成長のペースは違い、できることやできないこともみんな違います。そ

れも一つの個性であると思います。私自身、こどもと関わっていく中でできないこと

に目を向けてしまいがちでしたが、この話を聞いてからはできていることにしっかり

目を向けてこどもたちを見るように心がけるようになりました。 

以前こぶしの家で働いていた時には、上記のことを心がけるようになってからはこ

どもたちとの心の距離も縮まったように感じました。あすなろこどもセンターでも、

こどもたち一人ひとりの個性を伸ばしていけるような、のびのびと成長できる場所に

していきたいです。 

牧 嵩之 

ちょこっとコーナー 
 簡単梅ジュースをオリオンクラブで職員

が作りました。炊飯器を使えば手順は４工

程。お米は出来ずとも梅ジュースの出来上

がり（笑）こどもたちも「もうできたん？」

「すぐ飲める？」と興味津々で無糖の炭酸

水を混ぜて飲むと、「おいしい」と大人気で

毎日「梅ジュースある？」と聞いてくるほ

どでした。ぜひ、みなさんもご家庭で試し

てみてください。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しょっぱいっ 

 夏野菜の収穫をしました。こどもたち

に『漬物が食べたい』とリクエストがあ

り、こどもたちが帰ってくるまでの間に

支援員が作りました。 

 おいしそうな漬物ができました。 

あとはこどもたちが帰ってくるのを待つのみ 

 この日は、暑かったこともありこどもたちが 

たくさん集まってきました。 

 

「わ～。おいしそ～。」 

 

「いただきまーす」 

 

作ったときに味見をしておらず、塩も目分量で入れたため、

ものすごくしょっぱい漬物になっていたそうです…。（反省） 

漬物事件 

学習タイムは黙々と宿題をしています。 

集中力が素晴らしい。 

スバルクラブの壁を利用して『スバル水族館』をこども

たちが作りました。 

自然界では共存できないような生き物もここでは一緒に

暮らしています。 

通りすがりに保護者の方が見つけた芋虫を育てました。大きく

なったら何になるのか調べた結果、蛾になることを知りつつも、

最後まで育て、「スズメ蛾」になりました。 

大豊作な畑 
 土の改良から、畑の整備・苗の植え付けをスバルクラブが

中心におこなっています。草抜きや水やりなど毎日の野菜

の成長を楽しみにしながら、野菜が実るのを待っています。 

 育てるのが難しいと言われているズッキーニですが、なん

と２本も大きなズッキーニを収穫することができました。こ

どもたちも「ズッキーニってキュウリ？」と見た目は似ている

ので困惑している様子でしたが、食べてみると「おいしい」

「おかわり」とあっという間になくなってしまいました。 


